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突頻度)x (衝突あたりの運動量交換)を衝突断面積αで、割って m(l+ d)2Z-1α-172、すなわち
mα-20-1 σ flbU， P ← 2 
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ここでlij= rij /Irijlは単位法線ベクトルであり、句=1 -!rijll(九十Rj)は接触によるひずみ
である。 f(ε)は接触ひずみによって生じる弾性力を表す。ここでは主に線形カモデルf(ε)=恥に
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